Windows Server 2003 R2 レビューアーズ ガイド

[image: image1.jpg]. Microspft'
& Windows Server 2003 r?




[image: image3.png]Process Description

When users sccess
a olcer (Ink)
the namespace,
the clent
computers contact
namecpace
Server and receive
3 reterral.

Cllent computers
ccess the st
Server in their

Fespective reerrais.

User in
New York

user in
London

Nemespace

Server in
New York

DFS Replcation

Serverin
London




Microsoft Windows Server 2003 R2 
レビューアーズ ガイド
Microsoft Corporation
発行 : 2006 年 2 月
概要
Windows Server 2003 R2 を導入すると、組織内および組織外の IDの管理、ロケーション、データ、およびアプリケーションに対する接続と管理の機能を、容易かつ低コストで強化することができます。Windows Server 2003 R2 は、安定性に優れた Windows Server 2003 オペレーティング システムのリリースアップデートです。Windows Server 2003 R2 は Windows Server 2003 Service Pack 1 (SP1) をベースに構築されています。実績のある SP1 のコード ベースの安定性とセキュリティの強化機能を生かすだけでなく、接続と制御機能がさらに強化されています。Windows Server 2003 R2 は、Windows Server 2003 SP1 の便利な機能をすべて備えているだけでなく、ID とアクセスの管理、ブランチサーバーの管理、ストレージの構成と管理に関連する機能が大幅に強化されました。また、組織の内外を問わないアプリケーションの開発が行えるようにもなりました。Windows Server 2003 R2 は、Windows Server 2003 SP1 がインストールされた既存のサーバーと同様のアプリケーションの互換性、管理容易性、およびサービス性を備えているため、既存の Windows Server 2003 環境に容易に統合できます。
このドキュメントは、最終的な製品版の発売時に実質的に変更される可能性があるソフトウェア製品の製品候補版に適用されます。このドキュメントに記載された内容は情報提供のみを目的としており、明示または黙示に関わらず、これらの情報についてマイクロソフトはいかなる責任も負わないものとします。このドキュメントに記載されている情報 (URL 等のインターネット Web サイトに関する情報を含む) は、将来予告なしに変更することがあります。お客様がこのドキュメントを運用した結果の影響については、お客様が負うものとします。別途記載されていない場合、このソフトウェアおよび関連するドキュメントで使用している会社、組織、製品、ドメイン名、電子メール アドレス、ロゴ、人物、場所、出来事などの名称は架空のものです。実在する商品名、団体名、個人名などとは一切関係ありません。  

お客様ご自身の責任において、適用されるすべての著作権関連法規に従ったご使用を願います。このドキュメントのいかなる部分も、米国 Microsoft Corporation の書面による許諾を受けることなく、その目的を問わず、どのような形態であっても、複製または譲渡することは禁じられています。ここでいう形態とは、複写や記録など、電子的な、または物理的なすべての手段を含みます。ただしこれは、著作権法上のお客様の権利を制限するものではありません。
マイクロソフトは、このドキュメントに記載されている内容に関し、特許、特許申請、商標、著作権、またはその他の知的所有権を有する場合があります。別途 Microsoft のライセンス契約上に明示の規定のない限り、このドキュメントはこれらの特許、商標、著作権、またはその他の知的財産に関する権利をお客様に許諾するものではありません。
© 2005 Microsoft Corporation. All rights reserved.
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製品概要
Microsoft Windows Server 2003 R2 により、組織内および組織外の ID、ロケーション、データ、およびアプリケーションに対する接続と管理の機能を、容易かつ低コストで拡張できるようになります。Windows Server 2003 R2 は、安定性に優れた Windows Server 2003 オペレーティング システムのリリースアップデートです。Windows Server 2003 R2 は Windows Server 2003 Service Pack 1 (SP1) をベースに構築されています。実績のある SP1 のコード ベースの安定性とセキュリティの強化機能を生かすだけでなく、接続と制御機能がさらに強化されています。Windows Server 2003 R2 は、Windows Server 2003 SP1 の便利な機能をすべて備えているだけでなく、ID とアクセスの管理、ブランチ（支店）サーバー ソリューション、ストレージの構成と管理に関連する機能が大幅に強化されました。また、これまでアプリケーション開発では組織が境界線と見なされていましたが、組織の内外を問わないアプリケーションの開発が行えるようにもなりました。Windows Server 2003 R2 では、次の 5 つのソリューションと強化機能が新たに提供されます。

· ブランチ オフィス サーバー管理の簡略化：Windows Server 2003 R2 を使用すると、ブランチ サーバーのパフォーマンス、可用性、および生産性の利点を維持しながら、接続の制限や管理に伴うオーバーヘッドなど、ブランチ サーバー ソリューションで頻繁に発生する問題を回避することができます。

· ID とアクセス管理の強化：Windows Server 2003 R2 には、管理者が ID を管理する際に直面する問題に対処できるようにデザインされている Active Directory フェデレーション サービスが含まれています。このサービスは、セキュリティの境界を越えて、組織間でユーザーの ID 情報をセキュリティ保護を強化した状態で共有できるようにします。また、Windows Server 2003 R2 では、UNIX パスワードの同期機能も強化され、セキュリティが保護されたパスワードの管理プロセスを簡略化することで、Windows を実行しているサーバーと UNIX を実行しているサーバーの統合を支援します。
· ストレージ管理コストの削減：Windows Server 2003 R2 には、ストレージの集中管理ビューが用意され、ストレージの計画、準備、および管理を簡略化し、監視や報告機能を強化することを目的にデザインされた新しいツールが提供されます。
· 機能豊富な Web プラットフォーム：Windows Server 2003 R2 では、Web 上でインフラストラクチュアを拡張できるだけでなく、Windows Server 2003 SP1、x64 Editions、Windows SharePoint Services、.Net Framework 2.0、および Internet Information Services 6.0 での機能強化によって開発や管理にかかるコストを削減できます。
· コスト効率に優れたサーバーの仮想化：Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition (EE) を使用すると、ライセンスが許可された物理サーバーまたはハードウェア パーティション １ つにつき Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition の仮想インスタンスを最大 ４ つまで実行できます。
ブランチサーバーの管理の簡素化
Windows Server 2003 R2 は、ブランチ（支店）サーバーを大規模なエンタープライズ IT エコシステムに統合する作業を簡略化するために必要なベースとなる技術を提供します。Windows Server 2003 R2 を使用すると、ブランチサーバーのパフォーマンス、可用性、および生産性の利点を維持しながら、接続の制限や管理に伴うオーバーヘッドなど、ブランチサーバー ソリューションで頻繁に発生する問題を回避することができます。
このことを実現するために、Windows Server 2003 R2 では、主なサーバーの役割を展開および管理するためのブランチサーバー フレームワークを提供しています。サーバーの役割は、概念上、次のいずれかのモードに該当します。 

· 任意選択。支店のローカル サービスが利用できない場合、リモート クライアントは支店のローカル サーバーから別のサーバーにフェールオーバーすることができます (フェールオーバー先のサーバーは、最寄りのサイトによって選択されます)。サービスが復元されると、クライアントは自動的に適切なサーバーにフェールバックされます。
· 破棄可能。ブランチサーバーは、一意の状態を保持しないサービス キャッシュとして機能するため、システム バックアップは必要ありません。サーバーで障害が発生しても、支店機能に影響はありません。
· 置換可能。ブランチサーバーで障害が発生した場合、サーバーを取り替え、再提供、または再展開することができます。サーバーの役割は、支店に合わせて作成されているものであり、新しく別の役割を展開することができます。データは、自動的に復旧されます。
今後、マイクロソフトやパートナーが続々と提供を開始するリモート環境対応テクノロジの先駆けとしてリリースされる Windows Server 2003 R2 では、リモート ファイル サーバーやプリント サーバーを効率よく操作できるようにする機能を提供します。Windows Server 2003 R2 では、ブランチサーバーの統合を大幅に簡略化するために、次のような機能が提供されます。
· 堅牢なファイル レプリケーション – Windows Server 2003 R2 には、分散ファイル システム (DFS) 対応の新しいレプリケーション エンジンが用意されています。DFS レプリケーション (DFS-R) では、堅牢なマルチマスタ ファイル レプリケーション サービスを提供します。このサービスは、ファイル レプリケーション サービス (FRS) の後継ですが、ファイル サーバーを同期する際の拡張性と処理効率が格段優れています。DFS-R では、レプリケーション設定をスケジュールおよび調整したり、複数のレプリケーション トポロジをサポートしたり、RDC (Remote Differential Compression) を使用したりすることで、WAN の効率を上げています。WAN 接続でエラーが発生しても、データはローカルに格納され、WAN 接続が利用できるようになると転送されます。
· 高度な圧縮テクノロジ – RDC は、グローバルなファイルの整合性を保つために必要な変更のみをレプリケートする WAN 接続に配慮した圧縮テクノロジです。そのため、RDC により WAN の効率が大幅に上がります。ユーザーからのフィードバックでは、ブランチサーバーが抱える問題としてレプリケートするファイルのサイズが挙げられていました。RDC を使用することにより、レプリケートするファイル サイズが縮小され、パフォーマンスが向上します。 
· 強化された管理ツール
· 印刷管理コンソール (PMC) では、ネットワーク プリンタ トポロジの詳細なビューが提供されます。PMC を使用すると、IT 管理者は、プリンタの状態を監視し、迅速に対応することが可能になり、支店のプリント サーバー ユーザーはシームレスに生産性を維持することができます。また、PMC の管理容易性により、ブランチサーバーをプリント サーバーとして機能させることができます。
· Microsoft 管理コンソール (MMC) 3.0 には、ファイル サービスやプリント サービスを管理するためのエンタープライズ規模の管理フレームワークが組み込まれました。管理者には、外観と操作方法に馴染みのあるマイクロソフトの標準的な管理インターフェイスを使用できるという利点があります。また、企業には、各支店に、支店で発生した問題を解決するための管理者やサードパーティのコンサルタントを常駐させる必要がなくなるという利点があります。 

· 機能強化された DFS 名前空間 (DFS-N) ユーザー インターフェイスにより、ネットワーク インフラストラクチャ内のファイル システム ルートの管理が簡略化され、ユーザーには "名前空間" というグループとして共有フォルダを提供することができます。 

· Microsoft Operations Manager 2005 (MOM) の DFS 対応の管理パックでは、FRS よりも高度な管理機能を提供しています。
· データ ストアの集中管理 – データ ストアを集中管理することで、地理的に分散している小規模なデータ センターの管理コストを削減できます。支店のデータは、利用できる帯域幅があるときに、指定された間隔で、集中管理されたデータ ストアに自動的にレプリケートされます。このようにすることで、ラウンド トリップを最小限に抑えます。 

· エンド ユーザーの生産性の向上 – ブランチサーバーでは、エンド ユーザーやアプリケーションが依存しているデータの最新データへのアクセスを常時提供します。ブランチサーバーには、ローカル要求の処理に使用するローカル データが格納されています。ただし、ローカル サーバーが応答を停止した場合、ローカル要求は中央サーバーで処理されます。
簡略化された ID とアクセスの管理
現在、多くの組織では、Web サービスを利用して、組織内部で使用しているさまざまなアプリケーションを統合しています。さらに、このような内部アプリケーションへのアクセスを外部のユーザーに提供する動きもあります。内部アプリケーションを外部に提供できるようになると、顧客、パートナー、業者との連携が強まり、その結果、収益成長率やエンド ユーザー満足度の上昇および運用コストの削減を実現できます。
内部アプリケーションを外部ユーザーに公開すると、セキュリティと管理の問題が発生します。組織では、企業データへのアクセスが適切な外部ユーザーに限定され、ユーザーの役割に応じたアクセス許可が与えられるようにする必要があります。また、ユーザー基盤の大幅な拡大に伴って増加することが予想される管理作業負荷にも対処する必要もあります。
Active Directory® フェデレーション サービス (ADFS) は、管理者がフェデレート(連合)された ID を管理する際に直面する問題対処の支援を目的にデザインされた Windows Server 2003 R2 の新機能です。このサービスは、フェデレーション信頼に基づいて、組織間でユーザーの ID 情報をセキュリティで保護された状態で共有できるようにします。ADFS は、マイクロソフトが展開する Web サービス (WS-*) アーキテクチャに基づいて構築された次世代の情報セキュリティ インフラストラクチャの第一弾です。ADFS では、Active Directory を展開する価値に加えて、パートナーとのコラボレーションをスムーズに行うという付加価値を提供し、ユーザーの生産性や IT 効率を上げ、セキュリティを強化します。また、インターネットに接続している Web 環境においては、Windows Server の ID サービスに付加価値を提供し、内部アプリケーションをエクストラネットに展開する際には強力な認証、ネイティブな管理の委任、マイクロソフト テクノロジとの密接な統合を可能にします。
Windows Server 2003 R2 では、ADFS 以外にも Active Directory Application Mode (ADAM) や Server for Network Information Service などの UNIX の ID 管理機能も強化されました。このサービスは、Windows® と UNIX ベースのネットワーク インフォメーション サービス (NIS) の統合支援サービスです。また、パスワードの同期機能も強化され、セキュリティで保護されたパスワードの維持管理を簡略化することで、Windows を実行しているサーバーと UNIX を実行しているサーバーの統合を支援します。
効率的なストレージの管理
Windows Server 2003 R2 には、IT 業界で普及しているさまざまなストレージ管理機能に対処するための新しいツールが同梱されています。このツールは、ストレージの集中管理ビュー、トレージの計画、提供、管理を簡略化し、監視および報告機能を強化して提供することを目的にデザインされています。管理者は、この新しい便利なツールを使用して、これらの利点を享受し、IT リソースのストレージの管理を効率化し、これらのリソースの格納領域を最適化することができます。Windows Server 2003 R2 では、主に次の 2 つのストレージの管理機能が強化されました。
· ファイル サーバー リソース マネージャ – ファイル サーバー リソース マネージャ (FSRM) を使用すると、システム管理者は、ストレージ レポートを生成して、ストレージの使用状況を把握したり、ボリュームやフォルダにクォータを適用し、サーバー上にあるファイルを選別して、ストレージの用途を管理したりすることができます。また、クォータを作成したり、ファイル スクリーンを作成したり、ストレージ レポートのスケジュールを設定したりして、ストレージの計画と最適化を効率よく行えるようになります。
· SAN ストレージ マネージャ –  ユーザーは、SAN ストレージ マネージャを使用して、ストレージ エリア ネットワーク (SAN) 上に存在する 1 つ以上のストレージ サブシステムにストレージを準備することができます。SAN ストレージ マネージャは Microsoft Virtual Disk Service (VDS) テクノロジに基づいており、ファイバ チャネルや iSCSI (Internet SCSI) のストレージ サブシステムにストレージを準備することができます。 

機能豊富な Web プラットフォーム

Windows Server 2003 R2 では、セキュリティが強化された拡張性の高い Web プラットフォームを提供するために必要な、基盤となるテクノロジが提供されます。Windows Server 2003 R2 では、Web 上にインフラストラクチュアを拡張できるだけでなく、Service Pack 1、64 ビット対応の機能、Windows SharePoint Services、.NET Framework 2.0、およびInternet Information Services 6.0 での機能強化によって開発や管理にかかるコストを削減できます。
組織が Web を使うことで可能となる利点を享受するためには、次のようなインフラストラクチュアを展開する必要があります。
· 組織内および組織外での効率的なコラボレーション

· ビジネスのニーズに対応する豊富なアプリケーションの効率的な展開

· Web インフラストラクチャアにかかる管理と保守費用の削減

Windows SharePoint Services により、低コストで迅速に展開、構成、および管理できる、コスト効率の優れたコラボレーション ソリューションが提供されます。
ASP .NET では、Windows Server 2003 R2 の .NET Framework を使用して、Dynamic Systems Initiatives に対応できる、機能豊富な Web サービスやアプリケーションを短時間で展開できます。.NET Framework では、セキュアで拡張性のある Web アプリケーションの設定、展開、管理が簡素化され、また、迅速に Web アプリケーションの設定、展開、管理を行うことが可能になりました。
IIS 6.0 では、Windows Server 2003 R2 のテクノロジにより、セキュアでパフォーマンスが優れたWeb サーバーが提供されます。組み込みのセキュリティ アドバイザにより、可能な限り高いセキュリティが実現されます。また、強化されたデバッグ機能により、ダウンタイムとエラーが大幅に削減されます。最終的に、x64 のサポートにより、IIS はコストを削減してより優れたパフォーマンスを実現します。
コスト効率に優れたサーバーの仮想化
Windows Server 2003 R2 Enterprise Edition (EE) を使用すると、ライセンスが許可された物理サーバーまたはハードウェア パーティション 1 つにつき Windows Server 2003 R2 EE の仮想インスタンスを最大 4 つまで実行できます。この新しいライセンスの権利により、仮想化環境でサーバーを統合し、コストを削減することができます。仮想オペレーティング システム環境で追加のインスタンスを実行するためには、Microsoft Virtual Server 2005 などのライセンスが許可された仮想ソフトウェアが必要です。このライセンス体系の変更は Windows Server 2003, R2 Enterprise Edition のみに適用されます。Windows Server 2003 R2, Standard Edition では、物理環境または仮想環境において、1 つのインスタンスのみの実行が可能です。Windows Server 2003 R2, Datacenter Edition では、ライセンスが許可されたサーバーのハードウェア パーティション 1 つにつき物理オペレーティング システム環境のソフトウェアのインスタンスを 1 つ実行できるのに加えて、そのサーバー上のライセンスが許可されたプロセッサ 1 つにつき仮想オペレーティング システム環境で仮想インスタンスを 1 つ実行することができます。Windows Server 2003 R2 ライセンス モデルの詳細については、次の Web サイトを参照してください。Windows Server の Datacenter Edition のライセンス体系に関する質問については、OEM に直接問い合わせてください。

Windows Server 2003 R2 ライセンスの改定
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/howtobuy/licensingr2/overview.mspx
Volume Licensing Product Use Rights (英語)
http://www.microsoft.com/licensing/resources/downloads/default.mspx
Windows Server 2003 R2 について
このリリースの位置付け
Windows Server 2003 R2 は 2 枚の CD-ROM でリリースされ、Windows Server 2003 R2 の新機能は Windows Server 2003 SP1 とは別の CD-ROM に収録されます。そのため、組織では、各サーバーに必要な新機能のみを展開することができます。リリース パッケージの 1 枚目の CD-ROM には Windows Server 2003 SP1 のスリップ ストリーム版が収録されており、Windows Server 2003 R2 の機能は、すべて 2 枚目の CD-ROM に収録されています。Service Pack の展開とは異なり、組織では、展開する新しい機能を選択することができ、重要なセキュリティ更新プログラムについては必要なものを適用することができます。さらに、組織のニーズの変化に応じて、Windows Server 2003 R2 の新機能をインストールまたはアンインストールすることができます。
Windows Server 2003 SP1 との統合
Windows Server 2003 R2 は、できる限り密接な統合を実現するため Windows Server 2003 SP1 をベースに構築されており、マイクロソフトが、これまでに提供した Windows Server オペレーティング システムの中で最高のオペレーティング システムです。このような統合が実現することにより、Windows Server 2003 R2 では、ブランチサーバーの管理、ID 管理、および効率的なデータ ストレージ管理のための優れた新機能を提供するだけでなく、この製品の導入に必要なテストは SP1 と同等のテストのみなので、適用コストを削減することができます。SP1 と互換性のあるハードウェアやソフトウェアは、Windows Server 2003 R2 と互換性があると見なせます。今後リリースされる更新プログラムは Windows Server 2003 SP1 と Windows Server 2003 R2 の両方を対象としたものになり、両方のオペレーティング システムを使用しているネットワーク環境の管理コストを抑えられます。
Windows Server 2003 SP1 について
Windows Server 2003 SP1 では、Windows Server 2003 の最新の更新プログラム、強化機能、および新機能を簡単にまとめて導入できます。これらの各コンポーネントにより、ユーザーは、Windows Server 2003 の強化されたセキュリティ、信頼性、およびパフォーマンスを活用することができます。
更新プログラム
更新プログラムの管理は、コンピュータ セキュリティの最大の課題の 1 つです。更新プログラムの管理は避けてとおることができない困難な作業ですが、更新プログラムは、今後も企業の IT を保護する上で不可欠な役割を果たします。Windows Server 2003 Service Pack 1 で提供される強化機能や新機能により、これまでより格段に優れた予防的なセキュリティを実現できますが、既知の脅威に対応することも SP 1 の主要な目的の 1 つです。
攻撃の発見に合わせて、こまめに更新プログラムを適用することは、攻撃に対抗していく上で重要です。マイクロソフトではこのような更新プログラムを Service Pack 1 でまとめて提供することで、新旧両方のユーザーに Windows Server 2003 に対する最新の保護を提供しています。
SP1 に収録されている更新プログラムは、Windows Server 2003 の最も基本的な機能を対象としています。つまり、SP1 を適用することで、最も攻撃を受けやすいポイントを取り除くことができます。SP1 には、次のアプリケーションの修正プログラムが収録されています。
· Microsoft Internet Explorer – このアプリケーションの修正プログラムには、偽装された悪意のあるコードを意図せずにダウンロードしたり、従業員から機密データを抽出する手段として、ブラウザのウィンドウのサイズが自動的に変更されるのを防ぐ機能が含まれます。
· Microsoft Outlook® Express – このアプリケーションの修正プログラムは、ユーザーが HTML 形式ではなくテキスト形式で電子メールを表示できるようにします。これは、電子メール経由で悪意のあるコードが蔓延するのを防ぐ上で役立ちます。
· WebDAV リダイレクタ – この機能を実現しているプログラムに対する修正プログラムを適用すると、標準のファイル サーバーへのアクセスと同じように、Microsoft Windows SharePoint® Services や MSN® コミュニティなどの WebDAV (Web-based Distributed Authoring Versioning) サーバーにアクセスできるようになります。また、この修正プログラムにより、ユーザーの資格情報 (ユーザー名、パスワード) が伝送される場合に、非暗号化チャネル上で伝送されないようになります。
マイクロソフトでは、SP1 でホット パッチ (Hot Patching) 機能を使用して、更新プログラムの適用に伴うサーバーのダウン タイムに対処しています。ホット パッチを使用すると、サーバーを再起動することなく、ドライバ、DLL、API など、Windows Server 2003 のカーネル レベル以外のコンポーネントに更新プログラムを適用できます。 

強化機能
SP1 では、セキュリティ ホールを発見し更新プログラムを適用して、ハッカーによるセキュリティ ホールの悪用を防ぐだけでなく、Windows Server 2003 の初期リリースで提供された機能の強化も行っています。このような機能強化により、製品の品質がさらに向上され、Windows Server 2003 のセキュリティ、信頼性、および生産性が強化されます。次に、主な強化機能の簡単な説明を示します。
· サービスでのより強固な既定値と特権の低減 – RPC や DCOM などのサービスは Windows Server 2003 には不可欠ですが、このようなサービスはハッカーにとって絶好の攻撃対象になります。SP 1 では、RPC や DCOM の呼び出しに対してより厳密な認証を要求することで、これらのサービスを使用するすべてのアプリケーションに対して最低限度のセキュリティを確保します。このようなアプリケーション自体がセキュリティ対策をほとんどあるいはまったく講じていない場合でも同様です。
· “no execute” ハードウェアのサポート – SP1 をインストールすると、コンピューティング ハードウェアに組み込まれている機能を Windows Server 2003 で利用して、悪意のあるコードによるコンピュータ メモリのコード非実行可能領域からの攻撃を防ぐことができます。32 ビットのシステムと 64 ビットの両方のシステムでは、この機能強化により、最も危険で悪用される可能性の高い情報攻撃の手段が閉ざされます。
· ネットワーク アクセス検疫制御 (Network Access Quarantine Control) コンポーネントの同梱 – Windows Server 2003 SP1 では、RQS.exe コンポーネントと RQC.exe コンポーネントが同梱されており、ネットワーク アクセス検疫制御 (Network Access Quarantine Control) を簡単に展開できるようになりました。 
· IIS 6.0 メタベースの監査 – インターネット インフォメーション サービス (IIS) 6.0 のメタベースは、構成情報が格納されている XML ベースの階層的なストアです。ネットワーク管理者は、このストアを監査する機能を使って、メタベースが破損したときにどのユーザーがそのメタベースにアクセスしていたかを調査できます。
新機能
マイクロソフトは、Windows Server 2003 SP 1 のリリースという機会を利用して、優れた新機能を導入しています。
· Windows ファイアウォール—Windows XP Service Pack 2 でもリリースされた Windows ファイアウォールは、インターネット接続ファイアウォール（ICF）の後継機能です。Windows ファイアウォールは、ユーザーのネットワーク上のクライアントとサーバーを保護するホスト (ソフトウェア) ファイアウォールです。Windows Server 2003 Service Pack 1 では、Windows XP Service Pack 2 と異なり、Windows ファイアウォールが既定では無効になっているので、システムの保護を開始するにはファイアウォールを有効にする必要があります。既定では、Windows ファイアウォールは、Service Pack 1 を含むオペレーティング システムのインストール直後の短い時間だけ有効になります。Windows ファイアウォールが有効になるのは、セットアップの新機能 “セットアップ後のセキュリティ更新” の間のみです。
· セットアップ後のセキュリティ更新 (PSSU)—サーバーは、最初のインストールが行われてから最新のセキュリティ更新プログラムが適用されるまでの間は脆弱になります。Windows Server 2003 Service Pack 1 ではこの対策として、インストールが行われてから、Windows Update により最新のセキュリティの更新プログラムが適用されるまでの間、そのサーバーへのすべての着信接続をブロックします。更新プログラムが適用されると、サーバーの役割が手動で構成されるまで、Windows ファイアウォールは無効になります。また、PSSU により、ユーザーは、すぐに自動更新を構成することができます。
· セキュリティ構成ウィザード (SCW) – SCW は、既存のサーバーの役割に基づいてサーバーのセキュリティを構成するウィザードです。SCW では、サーバーの役割についての情報提供が求められ、それに基づいて、構成されているサーバーの役割に必要のないすべてのサービスが停止されます。SCW では役割は追加されませんが、その役割に応じてサーバーが構成されます。この新機能により、使われていないドアを板でふさぐように、Windows Server 2003 の攻撃を受けやすい面を縮小できます。
Windows Server 2003 SP1 の展開が必要な理由
Windows Server 2003 SP1 を導入することで、無償で Windows Server 2003 を強化できます。SP1 では、Windows Server 2003 の既知の脆弱性を修正し、セキュリティ、信頼性、パフォーマンスを向上させるための補完的な機能と新機能が追加されます。
· セキュリティの強化 – SP1 により、Windows Server 2003 が攻撃される危険性が大きく低下します。更新プログラムを適用することで、既知のセキュリティ ホールに対して受動的に対処するだけでなく、今後のセキュリティの脅威に対しても積極的に向き合うことができるようになります。SP1 では、セキュリティを役割ベースのパラダイムに移行することで、必要なサービスのみを実行し、ハッカーや悪意のあるコードによる攻撃対象となる必要としないサービスが実行されないようにすることができます。さらに、役割ベースのセキュリティにより、今後リリースされる更新プログラムの展開が容易になり、IT の専門家が新しく見つかった脆弱性に対する攻撃の対策にかける時間を短縮できます。
· 信頼性の向上—セキュリティは、IT の信頼性にとって最も重要な要素です。外部からの攻撃にさらされているシステムは、当然そのシステムに依存するユーザーにとっては信頼性があるとはいえません。SP1 では、過去の脅威に対する更新プログラムを適用し、今後発生することが予想される脅威に対して事前に対策を講じることで、Windows Server 2003 の信頼性を強化しています。
· 生産性の向上 – 悪意のあるプログラムから攻撃された後の対応や面倒なセキュリティの問題に対処するためのリソースを割り当てると、ユーザーの生産的業務に必要なリソースが削減されることになります。SP1 では、このセキュリティと生産性に共通する問題に対処しています。SP1 を導入すると、セキュリティの脅威に積極的に対抗できるようになるだけでなく、攻撃を受けた後の処理が不要になります。SP1 では、更新プログラムの管理を簡素化かつ合理化することで、セキュリティ関連処理に充てていたリソースを生産的業務に回すことができます。
SP1 は Windows Server 2003 R2 のインストール前提条件となっている製品ですが、Windows Server 2003 を導入していない組織にとっては特に魅力のある製品です。Windows Server 2003 SP1 には、最新の更新プログラムと Windows Server 2003 のリリース後、新たに認識された実社会のニーズに対応した新機能が含まれています。SP1 は、Windows Server 2003 の成熟度において重要なリリースであり、Windows Server 2003 R2 のプラットフォームを提供しています。
各エディションとその機能について
	Windows Server 2003 R2 のエディションとその機能

	要件
	Standard Edition
	Enterprise Edition
	Datacenter Edition

	サーバー リソース マネージャ
	√
	√
	√

	簡略化された SAN 管理:
	√
	√
	√

	Active Directory フェデレーション 
サービス
	
	√
	√

	ADFS プロキシ
	
	√
	√

	ADFS Web エージェント
	√
	√
	√

	ADAM
	√
	√
	√

	分散ファイル システム
RDC (Remote Differential Compression)る) によるレプリケーション
	√
	√
	√

	分散ファイル システム
クロスファイル  RDC（複数ファイルを複製対象にできるより高度なRDC）
	
	√*
	√*

	印刷管理コンソール
	√
	√
	√

	MMC 3.0
	√
	√
	√

	Windows SharePoint Services v2 SP2
	√
	√
	√

	.NET Framework 2.0
	√
	√
	√

	UNIX ベース アプリケーション用
サブシステム
	√
	√
	√

	UNIX との互換性 (NIS サーバー、
パスワード同期、NFS 管理など)
	√
	√
	√

	x64 の可用性
	√
	√
	√

	WS-Management
	√
	√
	√


*レプリケーション パートナーのうち 1 つだけが Enterprise Edition または Datacenter Edition である必要があります。
システム要件
一般的に、Windows Server 2003 R2 のシステム要件は、次の表に示す Windows Server 2003 のシステム要件と同じです。
	Windows Server 2003 R2 に必要なシステム1

	要件
	Standard Edition
	Enterprise Edition
	Datacenter Edition

	最低 CPU 速度
	133 MHz
	• x86 コンピュータの場合 : 133 MHz
• x64 コンピュータの場合 : 733 MHz
	•x86 コンピュータの場合 : 400 MHz
•x64 コンピュータの場合 : 733 MHz

	推奨 CPU 速度
	550 MHz
	733 MHz
	733 MHz

	最小 RAM
	128 MB
	128 MB
	512 MB

	推奨最小 RAM
	256 MB
	256 MB
	1 GB

	最大 RAM
	• x86 コンピュータの場合 : 4 GB
• x64 コンピュータの場合 : 32 GB
	• x86 コンピュータの場合 : 64 GB
• x64 コンピュータの場合 : 1 TB
	• x86 コンピュータの場合 : 128 GB
• x64 コンピュータの場合 : 1 TB

	マルチプロセッサの
サポート
	最高 4 個
	• 最高 8 個
	･ 最低 8 ウェイ対応の
コンピュータが必要
• 最高 64 個

	セットアップに必要なディスク容量
	1.5 GB
	• x86 コンピュータの場合 : 1.5 GB
• x64 コンピュータの場合 : 2.0 GB
	•x86 コンピュータの場合 : 1.5 GB
•x64 コンピュータの場合 : 2.0 GB


1 上記のシステム要件は、リリース前のコードに対応しています。最終的なシステム要件は、変更される可能性があります。 
Windows Server 2003 R2 を使用するには 

先に説明したとおり、Windows Server 2003 R2 オペレーティング システムは、2 枚の製品インストール CD-ROM で構成されています。1 枚目のインストール CD-ROM には、Windows Server 2003 SP1 が収録されています。2 枚目のインストール CD-ROM には、Windows Server 2003 R2 固有のコンポーネントが収録されています。これらの CD-ROM では共通のプロダクト キーを使用します。Windows Server 2003 R2 は、製品版 CD-ROM を使用してローカルでインストールするか、またはネットワークからインストールすることができます。 

製品版 CD-ROM を使用して新規インストールのセットアップを開始するには
1. セットアップを実行するコンピュータが CD-ROM ドライブから起動できるかどうかを確認し、アップグレードではなく新規インストールを実行するかどうかを決めます。コンピュータを CD-ROM から起動することが可能で、新規インストールを実行する場合は、次の手順に進みます。 

2. 1 枚目の CD-ROM を挿入し、コンピュータを再起動します。 

3. コンピュータの起動手順に従って、コンピュータを CD-ROM から起動します。 

4. セットアップのダイアログ ボックスが表示されるのを待ち、その後は、セットアップの指示に従います。 

重要
プロダクト キーを入力する画面では、Windows Server 2003 R2 のインストール CD-ROM 付属のプロダクト キーを入力してください。このプロダクト キーを入力すると、2 枚目の CD-ROM を使用してインストールを行う際にはプロダクト キーを入力する必要はありません。 

5. Windows Server 2003 SP1 のセットアップが完了したら、管理者パスワードを使用して、コンピュータにログオンします。コンピュータにログオンすると、2 枚目の CD-ROM を挿入するように促すメッセージが表示されます。 

6. セットアップの指示に従います。 

ネットワークから新規インストールのセットアップを開始するには
1. ネットワーク サーバーに、\\servername\share という名前の共有リソースを作成します。ここで、servername はサーバー名、share は作成する共有リソースの名前になります。 

2. 1 枚目の CD-ROM から、i386 フォルダを手順 1. で作成した共有リソースにコピーします。 

3. 2 枚目の CD-ROM から、Cmpnents フォルダを共有リソースにコピーします。 

注
上記の操作により、共有リソースには、\\servername\share\i386 および \\servername\share\cmpnents という名前の 2 つのフォルダが存在するようになります。 

4. Windows Server 2003 R2 をインストールするコンピュータから、セットアップ ファイルがある共有フォルダに接続します。i386 フォルダに移動して、winnt32.exe をダブルクリックします。 

5. セットアップのダイアログ ボックスが表示されるのを待ち、その後は、セットアップの指示に従います。 

重要
プロダクト キーを入力する画面では、Windows Server 2003 R2 用のプロダクト キーを入力します。このプロダクト キーを入力すると、Windows Server 2003 R2 固有のコンポーネントのインストールを行う際には、プロダクト キーを入力する必要はありません。 

6. Windows Server 2003 SP1 のセットアップが完了したら、管理者パスワードを使用して、コンピュータにログオンします。Windows Server 2003 R2 固有のコンポーネントのインストールは自動的に開始されます。 

7. セットアップの指示に従います。 

注
· オペレーティング システムをインストールする際に、何らかの理由で、別の Windows Server 2003 のプロダクト キーを入力しても、オペレーティング システムのインストールは正常に完了します。ただし、オペレーティング システムのインストール後、初めてコンピュータにログオンしたときに、2 枚目の CD-ROM に収録されているWindows Server 2003 R2 固有のコンポーネントのインストールは自動的に開始されません。Windows Server 2003 R2 のインストールを完了するには、2 枚目の CD-ROM を挿入するか、またはセットアップ ファイルがある共有のネットワーク リソースに接続し、\cmpnents\R2\ フォルダに移動して、setup2.exe をダブルクリックする必要があります。この操作を行うと、セットアップにより、使用許諾契約書 (EULA) のページが表示され、プロダクト キーを入力する画面が表示されます。この画面が表示されたときには、必ず Windows Server 2003 R2 用のプロダクト キーを入力してください。 

· 2 枚目の CD-ROM を使用したインストールが完了すると、Windows Server 2003 R2 リソース ファイルは、後でコンポーネントのインストール元として使用できるコンピュータ上に読み込まれますが、コンピュータにコンポーネントがインストールされたわけではありません。Windows Server 2003 R2 のセットアップが完了したら、プログラムの追加と削除ユーティリティを使用するか、サーバーの役割管理 (MYS) またはサーバーの構成 (CYS) ウィザードを使用して、Windows Server 2003 R2 の個別のコンポーネントをインストールします。 
· Windows Server 2003 R2 をドメイン コントローラにインストールし、その Active Directory スキーマのバージョンが Windows Server 2003 R2 以前の場合、次のメッセージが表示されます。 

このドメイン コントローラの Active Directory スキーマのバージョンは Windows Server 2003 R2 とは互換性がないため、セットアップを続行できません。フォレスト内にあるこのドメイン コントローラまたはWindows Server 2003 ドメイン コントローラのいずれかで Windows Server 2003 R2 のインストールを完了する前に、まず Windows Server 2003 R2 スキーマのバージョンをアップグレードする必要があります。スキーマをアップグレードするには、スキーマ操作マスター上で、Adprep.exe /forestprep を実行してください。Adprep.exe コマンド ライン ツールは Windows Server 2003 R2 Disc 2 の Cmpnents\r2\adprep ディレクトリにあります。アップグレード条件の一覧やスキーマの拡張に関する詳細情報は、ヘルプとサポート センターを参照してください。
このエラー メッセージが表示された場合、次の処理に進むには、Active Directory スキーマをアップグレードする必要があります。
Windows Server 2003 (SP1 未適用) を実行しているコンピュータをアップグレードするには
1. 現在実行しているバージョンの Windows Server 2003 に SP1 を適用します。
2. Windows Server 2003 R2 固有のコンポーネントが収録されている 2 枚目の CD-ROM を挿入し、セットアップのダイアログ ボックスが表示されるのを待ちます。 

3. セットアップの指示に従います。 

注
· プロダクト キーを入力する画面が表示されたら、Windows Server 2003 R2 リリース パッケージに同梱されている 2 枚の CD-ROM 付属のプロダクト キーを入力します。 

· 現在実行しているバージョンの Windows Server 2003 を Windows Server 2003 R2 にアップグレードするには、SP1 を適用する必要があります。SP1 を適用していない状態で 2 枚目の CD-ROM をドライブに挿入すると、次のエラー メッセージが表示されます。 

このバージョンの Windows ではセットアップを実行できません。Windows Server 2003 Service Pack 1 (SP1) が実行されているコンピュータ上でセットアップを実行する必要があります。 
Windows Server 2003 SP1 を実行しているコンピュータをアップグレードするには
1. Windows Server 2003 R2 固有のコンポーネントが収録されている 2 枚目の CD-ROM を挿入し、セットアップのダイアログ ボックスが表示されるのを待ちます。 

2. セットアップの指示に従います。 

Microsoft Windows NT Server 4.0 または Microsoft Windows 2000 を実行しているコンピュータをアップグレードするには 
1. Windows Server 2003 R2 にアップグレードできるオペレーティング システムは、次のとおりです。 

· Windows NT® Server 4.0 Service Pack 5 以降
· Windows NT Server 4.0 Terminal Server Edition Service Pack 5 以降
· Windows 2000 Server 
2. 1 枚目の CD-ROM を挿入し、セットアップのダイアログ ボックスが表示されるのを待ちます。 

3. セットアップの指示に従います。 

重要
プロダクト キーを入力する画面が表示されたら、Windows Server 2003 R2 リリース パッケージに同梱されている 2 枚の CD-ROM 付属のプロダクト キーを入力します。 

4. Windows Server 2003 SP1 のセットアップが完了したら、管理者パスワードを使用して、コンピュータにログオンします。コンピュータにログオンすると、2 枚目の CD-ROM を挿入するように促すメッセージが表示されます。 

5. セットアップの指示に従います。 

技術概要
ブランチサーバー管理の簡素化
ブランチ（支店）
Windows Server 2003 R2 では、次のシナリオでブランチサーバーの管理の簡素化に役立つテクノロジを提供しています。
· 集中管理されたハブから支店にファイルを公開する。 

· バックアップ、フォールト トレランス、または支店間でファイルを公開するために、支店から本社（ハブ）にファイルをレプリケートする。 

· 支店間またはハブと支店間でドキュメントの自由なグループ作業を実現する。 

· 支店でプリンタ (ドライバやキューの管理を含む) を効率的に管理する。
これらのシナリオは、分散ファイル システム (DFS) ソリューションでサポートされています。このソリューションには、DFS 名前空間用の新しいツール、DFS レプリケーションという名前の新しいレプリケーション エンジン、および強化された印刷管理ツールが含まれています。
分散ファイル システム
Windows Server 2003 R2 の分散ファイル システム (DFS) ソリューションでは、ファイルへのフォールト トレラントなアクセスが簡略化され、WAN 接続に配慮したレプリケーションが提供されます。分散ファイル システムは、次の 2 つのテクノロジで構成されています。
· DFS 名前空間 (以前は分散ファイル システムと呼ばれていました)。このテクノロジにより、管理者は、別のサーバー上にある共有フォルダをグループ化し、グループ化した共有フォルダを “名前空間” というフォルダの仮想ツリーとしてユーザーに提供することができます。名前空間を使用すると、データの可用性が高まったり、負荷分散を実現したり、データの統合が簡略化されるなど、さまざまな利点があります。 

· DFS レプリケーション (ファイル レプリケーション サービス (FRS) の後継です)。このテクノロジは、スケジュール設定や帯域幅調整をサポートする、状態ベースの新しいマルチマスタ レプリケーション エンジンです。DFS レプリケーションでは、RDC という新しい圧縮アルゴリズムを使用しています。RDC は、ネットワーク上の差分を検出するプロトコルで、RDC を使用すると帯域幅に制限のあるネットワーク経由でファイルを効率的に更新することができます。また、ファイル内でのデータの挿入、削除、および再配置を検出し、DFS レプリケーションがファイルの更新時に差分 (変更内容) のみをレプリケートすることを可能にしています。
RDC (Remote Differential Compression)
RDC は、帯域幅に制限のあるネットワーク経由でのデータ転送を最適化する WAN と互換性のある高度な圧縮テクノロジです。RDC では、同じデータ (つまり、冗長なデータ) を繰り返し転送するのではなく、ファイルの “差分” を正確に認識し、差分のみを転送することによって、帯域幅を節約しています。たとえば、3 MB の PowerPoint® プレゼンテーション ファイルがあり、そのタイトルのみが変更されたとします。このファイル全体を WAN 経由でレプリケートすると 1 分以上の時間が必要となりますが、差分のみをレプリケートすれば必要な時間は数秒で済みます。 

また、RDC では、複数台のクライアントやサーバーで共有している類似ファイルを、それらのクライアントやサーバー間でコピーします。この処理により、送信するデータのサイズを縮小し、データの転送に必要な総帯域幅を減らすことができます。ローカルの差分を検出する技法 (別名、゛ファイルの部分置換゛) により、挿入、削除、または再配置されたデータが検出され、2 つのローカル ファイル間の差分が調査されます。この差分は、古いバージョンのファイルを新しいバージョンに変換する際に使用されます。サーバーでは 2 つの既存ファイル間の差分が計算され、計算された差分がクライアントに送信されます。
マイクロソフト内部で実施した RDC パフォーマンス テストの結果によると、環境によっては、使用する帯域幅が 1/400 に減少する場合もあります。
分散ファイル システム レプリケーション
DFS には、ファイル サーバーを同期する、拡張性の高い、マルチマスタの状態に基づいたファイル レプリケーション サービスが備わっています。このサービスでは、次の機能がサポートされています。
· データベースの損失や破損からの自動回復
· レプリケーション方法におけるオンデマンドのスケジュール設定と帯域幅調整 

· 複数のレプリケーション トポロジ
分散ファイル システム名前空間
DFS 名前空間により、管理者は、別のサーバー上にある共有フォルダをグループ化し、グループ化した共有フォルダを “名前空間” というフォルダの仮想ツリーとしてユーザーに提供できます。名前空間を使用すると、データの可用性が高まったり、負荷分散を実現したり、データの統合が簡略化されるなど、さまざまな利点があります。ユーザーは、物理サーバーやデータをホストしている共有フォルダの名前を意識することなく、これらの仮想名前空間を移動することができます。
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図 1: 分散ファイル システム
ローカル サーバーが利用できなくなった場合、DFS 名前空間の構成では、最寄りのサイトを選択し、適切なサーバーにフェールバックすることによって、クライアント フェールオーバー機能を提供します。たとえば、支店とハブの両方を参照している DFS リンクでフェールバックが有効になっていると、サービスが利用できなくなった場合、支店のクライアントは自動的にハブにフェールオーバーされます。
Windows Server 2003 R2 については、DFS フェールオーバー機能により、ルートまたはリンク先の照会順序としてサーバーの優先度 (優先度の高いサーバーや優先度の低いサーバーなど) を設定できます。この場合、サーバーは、まずサイト コストの順で並び替えられ、その後、各サイト内における優先度に基づいて並べ替えられます。サービスが復元され利用できるようになると、クライアントはブランチサーバーにフェールバックされます。 

DFS 名前空間の管理には、DFS 管理コンソールを使用します。DFS 管理コンソールでは、名前空間が階層表示され、以前はコマンド ライン インターフェイス (CLI) でしか利用できなかった機能が利用できるようになりました。また、組み込みの HTML 形式のレポートや診断結果など、Microsoft 管理コンソール (MMC) 2.1 の機能が実装されています。 

印刷管理コンソール
印刷管理コンソール (PMC) を使用して、組織内のすべてのプリント サーバーに接続されているプリンタを管理できます。プリンタ エラーを監視したり、クライアントにプリンタ接続を展開したり、ローカルのサブネット上にあるプリンタを自動検出してインストールしたり、構成スクリプトを実行したりすることができます。支店サーバーはリモートで一元管理することができます。そのため、PMC では支店サーバーをプリント サーバーとして実行することが可能です。
PMC は、管理者が、Windows Server 2003 R2 を実行しているネットワーク上の任意のコンピュータから、自分の管轄の組織内に存在するすべてのプリント サーバーに接続されているプリンタを参照および管理することができる MMC スナップインです。PMC では、キューの状態、プリンタ名、ジョブ数、ドライバ名、サーバー名など、最新の詳細情報が提供されます。PMC のフィルタ機能を使用して、カスタム ビューを設定することができます。たとえば、特定のエラーが発生しているプリンタのみを表示させたり、特定の場所にあって、キューに複数のジョブが登録されているプリンタのみを表示するように PMC をカスタマイズすることができます。
プリンタをエラーの状態でフィルタ選択すると、複数のキューを同時に管理することができます。たとえば、複数台のプリンタを選択して、印刷ジョブを一度にキャンセル、一時停止、または再開することができます。また、同時に複数台のプリンタを削除することもできます。
自動検出機能により、ローカル サブネット上にあるプリンタが検出され、ローカル プリント サーバーにプリンタがインストールされます。管理者は、リモート デスクトップを使用して支店のローカル サーバーにログオンし、自動検出機能を使用して、プリンタをリモートで簡単にインストールすることができます。
プリンタにプリンタ Web ページがある場合、PMC では、紙詰まりが発生している具体的な場所やプリンタのトナー レベルなど詳細なトラブルシューティング方法が提示されることがあります。一部のプリンタ Web ページでは、支社で発生した問題をリモートで解決するのに役立つ、リモート制御機能のオプションが用意されていることもあります。PMC を使用すると、プリンタの管理者は、上位レベルの管理者や製造元に問い合わせる前に問題を明確に把握することができるようになります。
簡略化された ID とアクセスの管理
Active Directory フェデレーション サービス
Active Directory フェデレーション サービス (ADFS) は、ユーザー シングル サインオン (SSO) テクノロジを使用して、1 つのオンライン セッションが有効な間、ユーザーを関連のある複数の Web アプリケーションで認証できるようにすることを第一の目的としています。ADFS では、デジタル ID とアクセス権を、セキュリティおよびエンタープライズの境界にまたがって安全に共有 (要求) することで、この認証を実現しています。 以下は ADFS の主な特徴です。 

クラシック Web SSO
クラシック Web SSO では、ユーザーがリソースと関連付けられ、どちらも同じユーザー ID で管理されます。クラシック Web SSO シナリオでは、ADFS により、フォームやクライアント側の証明書を介して単なる形式上の手段ではない強力な認証が提供され、SSO の Cookie により、連合されたアプリケーション プール内の他のアプリケーションへのアクセスを再認証する必要がなくなります。この機能は、サードパーティでは以前から提供されていましたが、Windows Server 2003 R2 では、この機能が ADFS と共にサーバー プラットフォームに統合されました。
フェデレーション Web SSO
現在、Active Directory ディレクトリ サービスを使用している組織では、セキュリティまたはエンタープライズの境界内において Windows 統合認証により SSO 機能を享受することができます。ADFS では、SSO 機能をインターネットに接続しているアプリケーションにまで拡張し、さまざまな組織に属している顧客、パートナー、および業者が自分の組織の資格情報を使用して他の組織が所有している Web ベースのアプリケーションにアクセスしたとき、これらのユーザーに同様かつ合理的なユーザー エクスペリエンスが提供されます。 

連合された承認と .NET との統合
ADFS には、セキュリティ トークンを構築するためのさまざまなモデルが用意されています。ADFS 外では、通常、セキュリティ トークンは、アプリケーション内在の認証データやポリシーに基づいてアクセス権を与える必要のある事前認証されたユーザーを表します。ただし、ADFS のセキュリティ トークンは、ユーザー認証やアクセス権のデータなど、ID 以外のデータを保持することができます。 

セキュリティ トークンにより、これらのデータ (“承認要求”)をセキュリティで保護した状態で転送する “連合された承認” という機能を実現しました。連合された承認では、ユーザーに与えるアプリケーションのアクセス権をリソース側で管理するのではなく、アプリケーション機能に対するユーザー承認をアカウント側に委ねます。連合された承認は、組織の Active Directory から管理権限が委任されていると見なすことができます。
ADFS の Windows Server 承認マネージャ (AzMan) との統合により、アプリケーション側には、End-to-end の認証と承認の管理機能が提供されます。承認マネージャは、承認要求に管理者権限をマップすることによりアプリケーション レベルで機能へのアクセスを提供するシンプルなインターフェイスです。承認マネージャでは、役割 (アプリケーション固有のタスクと操作) と AccessCheck (承認ポリシー ストアに照合したリアルタイムでのアクセス権の割り当て) という 2 つの概念が使用されます。この 2 つの承認マネージャの概念を ADFS と組み合わせると、インターネットに接続している Windows ベースの .NET Web アプリケーション向けの役割ベース アクセス制御 (RBAC) 環境の提供に役立ちます。
拡張可能なアーキテクチャ 

ADFS では、さまざまな種類のセキュリティ トークンをサポートする拡張可能なアーキテクチャが用意されています。サポートされるセキュリティ トークンには、Security Assertion Markup Language (SAML) 1.1 や (Windows 統合認証で使用されている) Kerberos などがあります。また、ADFS では、カスタム要求変換を実行する機能も提供しています。たとえば、アクセス要求の変数として、データベースからカスタム ビジネス ロジックを追加することができます。この拡張性を使用して、現在のセキュリティ インフラストラクチャやビジネス ポリシーと共存するように ADFS を変更することができます。 

Web サービスの相互運用性
ADFS では、Web サービス (WS-*) アーキテクチャをサポートしている他のセキュリティ製品との相互運用が実証されているソリューションを提供しています。ADFS では、WS-Federation という名前の WS-* の連合に関する仕様を採用することで、このようなソリューションの提供を実現しています。WS-Federation により、Windows の ID モデルを使用していない環境でも、Windows 環境と連合することが可能になります。IBM、Netegrity/Computer Associates、Oblix/Oracle、OpenNetwork/BMC、RSA Security、Ping Identity など、多くのベンダでは、既に ADFS を使用した双方向の相互運用性を実証し、ADFS が公式に利用できるようになったら補完的なソリューションを展開することを計画しています。
ADFS は WS-* ベースのアーキテクチャなので、任意の WS 対応のエンドポイント間のフェデレーションでの通信をサポートしています。現在、サーバーと Web ブラウザなどのパッシブ (HTTP/S) クライアント間のコミュニケーションがサポートされています。今後、ADFS では、WS-* アーキテクチャを採用し、簡易オブジェクト アクセス プロトコル (SOAP) ベースのスマート クライアントをサポート対象とする予定です。このようなスマート クライアントには、サーバー、携帯電話、携帯情報端末 (PDA)、デスクトップ アプリケーション、SOAP ベースの Web サービスなどがあります。
ADFS の詳細情報 
Active Directory は、多くの組織で主要な ID および認証サービスとして使用されています。Windows Server 2003 の Active Directory を使用すると、2 つ以上の Windows Server 2003 フォレスト間でフォレストの信頼を作成し、別の事業単位や組織にあるリソースへのアクセスを提供できます。ただし、フォレストの信頼が有効なオプションではないシナリオがあります。たとえば、組織間のアクセスを、フォレストのすべてのメンバに許可するのではなく、一部のメンバのみに制限する必要のある場合、フォレストの信頼は有効なオプションではありません (フォレストの詳細については、マイクロソフト Web サイト Windows Server 2003 Technical Reference の「How Domain and Forest Trusts Work」 (英語) を参照してください)。
ADFS を採用すると、既存の Active Directory インフラストラクチャを拡張して、信頼関係のあるパートナーがインターネット上で提供しているリソース、外部のサード パーティや同じ組織の別の部署や子会社が提供しているリソースへのアクセスを提供できます。ADFS は Active Directory と密接に統合されており、Active Directory からユーザー属性を取得したり、Active Directory に対してユーザーを認証したり、Windows 統合認証や Active Directory により作成されたセキュリティ トークンを使用したりすることができます。
ADFS は、Active Directory と Active Directory Application Mode (ADAM) の両方に対して機能します。具体的には、ADFS は、企業全体に対して展開されている Active Directory または ADAM のインスタンスの両方に対して機能します。ADFS では ADAM と対話する際、ユーザーを認証する手段として、ライトウェイト ディレクトリ アクセス プロトコル (LDAP) バインドが使用されます。Active Directory と対話する際、ADFS では Kerberos、X.509 デジタル証明書、スマート カードなど、Active Directory の強力な認証テクノロジを利用できます。
ADFS では、インターネット経由での分散された認証と承認がサポートされています。また、ADFS は、組織または部署の既存のアクセス管理ソリューションと統合して、組織内で使用している用語を、連合の一環として同意を得ている用語に変換することができます。ADFS では、組織間で取り交わされる要求を作成、セキュリティで保護、および検証したり、組織や部署間で行われる操作を監査および監視して、トランザクションがセキュリティで保護されることを保証することもできます。
ADFS の要件
ADFS を使用するには、次のハードウェア コンポーネントとソフトウェア コンポーネントが必要になります。
ハードウェアの必要条件
· プロセッサの速度 : x86 ベース コンピュータの場合は 133 MHz、x64 ベースのコンピュータの場合は 733 MHz
· 推奨最小 RAM : 256 MB
· ADFS のセットアップに必要なディスクの空き領域 : 10 MB
ソフトウェアの必要条件
ADFS は、Windows Server 2003 オペレーティング システムに組み込まれているサーバー機能に依存しています。フェデレーション サービス、フェデレーション サービス プロキシ、および ADFS Web サービス エージェントのコンポーネントは、以前のバージョンのオペレーティング システムで実行することはできません。このセクションでは、ADFS の各コンポーネントのソフトウェアの必要条件と、ネットワーク環境において ADFS に必要なソフトウェア構成全般について説明します。
フェデレーション サービス、フェデレーション サービス プロキシ、および ADFS Web サービス エージェントは、製品候補版の ADFS と同じ物理的なシステムで共存させることができます。
フェデレーション サービス
フェデレーション サービスを実行するコンピュータには、次のソフトウェアがインストールされている必要があります。
· Windows Server 2003 SP1
· Internet Information Server (IIS)
· ASP.NET
· Microsoft .NET Framework 2.0 Beta 
· TLS/SSL (Transport Layer Security and Secure Sockets Layer) を使用して構成した既定の Web サイト
· フェデレーション サービスの証明書 (この証明書は、トークンの署名に使用するため、デジタル署名された X.509 証明書である必要があります)
Active Directory と ADAM のアカウント ストアの必要条件
ADFS を使用するには、ユーザー アカウントが Active Directory に存在しているか、フェデレーション サービスのアカウントが Active Directory Application Mode (ADAM) に存在している必要があります。Active Directory ドメイン コントローラまたはアカウント ストアをホストしているコンピュータには、次のソフトウェアがインストールされている必要があります。
· Windows Server 2003 SP1
または
· Windows 2000 Service Pack 4 (SP4) と重要な更新プログラム
注 : ローカル アカウントと Windows NT ドメイン アカウントは、ADFS アカウント ストアのアカウントとして使用することはできません。 

フェデレーション サービス プロキシ
フェデレーション サービス プロキシを実行するコンピュータには、次のソフトウェアがインストールされている必要があります。
· Windows Server 2003 SP1
· IIS
· ASP.NET
· Microsoft .NET Framework 2.0 Beta 
· TLS/SSL で構成した既定の Web サイト
ADFS Web サービス エージェント
ADFS Web サービス エージェントを実行するコンピュータには、次のソフトウェアがインストールされている必要があります。
· Windows Server 2003 SP1
· IIS
· ASP.NET
· Microsoft .NET Framework 2.0 Beta 
· TLS/SSL で構成した既定の Web サイト
ADFS では、セットアップ中に SSL 接続経由で 128 ビットの暗号化を有効にすることはできません。
信頼された証明機関
TLS/SSL は、デジタル署名に依存しているため、Microsoft 証明書サービスなどの証明機関 (CA) は ADFS に対して重要な役割を果たします。CA とは、証明書の要求者 (通常は、ユーザーかコンピュータ) の ID を確認し、要求者に証明書を発行する相互に信頼関係のあるサード パーティです。証明書では、要求者の ID が公開キーにバインドされます。また、CA では、必要に応じて、証明書を書き換えたり、失効させたりすることもします。 

たとえば、クライアントにサーバーの証明書が提示された場合、クライアント コンピュータでは、クライアントが保持している信頼された CA の一覧にサーバーの CA を照合することがあります。証明書を発行した CA が信頼されている場合、クライアントでは、その証明書が偽造されていなく信頼できるものと見なされます。 

TCP/IP ネットワーク接続
ADFS が機能するには、クライアント、ドメイン コントローラ、フェデレーション サービス、フェデレーション サービス プロキシをホストしているコンピュータ、およびWeb サーバー間に TCP/IP ネットワーク接続が存在している必要があります。 

DNS
イントラネット フォレスト上にあるドメイン ネーム システム (DNS) 内部サーバーは、イントラネットに存在するユーザーを認証するためのフェデレーション サービスを実行している内部サーバーの正規名 (CNAME) を返すように構成されている必要があります。適切な結果を得るには、ホスト ファイルには DNS を使用しないことをお勧めします。 

Web サーバー
Windows Server 2003 R2 RC では、IIS 6.0 と ASP.NET の両方を実行しているコンピュータのみが Web サーバーとしてサポートされています。
Web ブラウザ
JavaScript を有効にした Web ブラウザは ADFS で機能する予定ですが、製品候補版では、Internet Explorer 6.0、Internet Explorer 5.0 または 5.5 (以前のバージョンのオペレーティング システムの場合)、Safari (Apple Macintosh の場合)、Mozilla のみがサポートされています。
Active Directory Application Mode 

Active Directory Application Mode (ADAM) は、Active Directory の独立モードです。ADAM には、アプリケーション用のディレクトリ サービスを提供するインフラストラクチャ機能はありません。ADAM は、データ ストアとデータ ストアにアクセスするためのサービスを提供します。アプリケーション データへのアクセスには、標準的なアプリケーション プログラミング インターフェイス (API) が使用されます。ADAM は、スタンド アロンのデータ ストアまたはレプリケーション機能を持つデータ ストアのいずれかとして機能します。ADAM の独立性により、特定のアプリケーション用のディレクトリ サービスをローカルで制御したり、自律させることができます。また、柔軟性のある独立したスキーマと名前付けコンテキストを促進します。
ADAM の概要
マイクロソフトは、ディレクトリに対応したアプリケーションに対する柔軟なサポートが必要な組織のために ADAM を開発しました。ADAM は、ライトウェイト ディレクトリ アクセス プロトコル (LDAP) ディレクトリ サービスです。管理者は、Windows Server 2003 を実行しているサーバーで ADAM を実行できます。
また、ADAM は、Microsoft Windows XP Professional を実行しているクライアントでも実行することができます。ADAM を実行するには、管理者が、コンピュータに最新の Service Pack と修正プログラムをインストールする必要があります。 

Active Directory ディレクトリ サービスでは依存関係が必要となりますが、ADAM では、そのような依存関係は必要なく、ディレクトリ対応アプリケーションのデータ ストレージと取得を提供します。ADAM では、Active Directory とほぼ同様の機能が提供されますが、ドメインやドメイン コントローラを展開する必要はありません。管理者は、ADAM のインスタンスごとに個別に管理したスキーマを使用することで、1 台のコンピュータで複数の ADAM のインスタンスを同時に実行することができます。
ADAM の新機能
Windows Server 2003 R2 の ADAM の新機能は、次のとおりです。
· ADAM ユーザーが ADAM 管理者になることができるようにユーザーの構成パーティションを作成することができます。 

· Active Directory と ADAM の同期ツール。このツールを使用すると、Active Directory のオブジェクトを ADAM インスタンスに同期することができます。詳細については、「Synchronize Data from Active Directory to an ADAM Instance」(英語) と 「Adaminstall」(英語) を参照してください。
· ADAM ユーザーは、ダイジェスト認証を使用して ADAM インスタンスにバインドすることができます。この認証方法では、サーバー アプリケーションの既定の資格情報を使用するので、メモリ内にアプリケーションのプレーンテキスト パスワードを保持する必要はありません。LDP では、ダイジェスト認証によるバインドがサポートされています。
· Active Directory スキーマ分析ツール。このツールは、Active Directory スキーマを ADAM に移行する際の支援を提供します。
· LDP ツールの更新バージョン。更新バージョンの LDP ツールには、アクセス制御リスト (ACL) エディタが含まれています。 

· ユーザー パスワードのチェーン。ADAM では、ADAM のユーザー パスワード要求を Active Directory のユーザー オブジェクトに関連付けて、パスワードが両方のディレクトリ サービスで変更されるようにしています。ADAM と Active Directory の両方に存在するユーザーが、ADAM でパスワードを変更すると、Active Directory でのユーザー パスワードの変更と同様に処理されます。ユーザーは、古いパスワードと新しいパスワードの両方を入力する必要があり、新しいパスワードは Active Directory に設定されているパスワード ポリシーに準拠している必要があります。ただし、Active Directory管理者のパスワードについては例外で、入力する必要があるのは新しいパスワードのみになります。すべてのポリシーの確認は、Active Directory により行われます。
Microsoft ディレクトリ テクノロジ
ADAM の導入により、マイクロソフトでは、ディレクトリ サービスの選択肢を提供できるようになりました。ADAM と Active Directory は共に Microsoft ディレクトリ コア テクノロジに基づいて構築されていますが、これらのサービスでは組織内の異なるニーズに対処します。
Active Directory。Active Directory では、Windows ネットワーク オペレーティング システム (NOS) とディレクトリ対応アプリケーションの両方に対してディレクトリ サービスを提供します。NOS については、ネットワーク インフラストラクチャ、ユーザーとグループ、ネットワーク サービスなどについての重要な情報を格納します。この役割において、Active Directory は、フォレスト全体で単一のスキーマに準拠する必要があります。
ADAM。ADAM では、ディレクトリ対応アプリケーション用のディレクトリ サービスを提供します。ADAM は、Active Directory ドメインやフォレストを必要とせず、また依存もしません。ただし、Active Directory が存在する環境では、ADAM は Active Directory を Windows セキュリティ プリンシパルの認証に使用することができます。
ADAM と Active Directory は、同じネットワーク上で同時に実行することができます。また、ADAM では、ドメイン ユーザーとワークグループ ユーザーの両方を同時にサポートすることもできます。 

ADAM と Active Directory の比較
次の表に、ADAM と Active Directory の機能面における相違点と類似点を示します。
	機能
	ADAM
	Active Directory

	1 台のサーバーで複数のスキーマをサポート
	対応
	未対応

	1 台のサーバーで複数のディレクトリ インスタンスをサポート
	対応
	未対応

	Windows XP Professional で実行
	対応
	未対応

	メンバ サーバー上で実行
	対応
	未対応

	最上位ディレクトリ パーティションでの X.500 の名前付けのサポート
	対応
	未対応

	再起動を伴わないインストール、開始、および停止のサポート
	対応
	未対応

	グループ ポリシー
	未対応
	対応

	グローバル カタログ
	未対応
	対応

	IntelliMirror® デスクトップ管理
	未対応
	対応

	ソフトウェア配布の自動化
	未対応
	対応

	ドメインの信頼関係とフォレストの信頼関係
	未対応
	対応

	公開キー基盤 (PKI)/X.509
	未対応
	対応

	DNS サービス (SRV) リソース レコードのサポート
	未対応
	対応

	ライトウェイト ディレクトリ アクセス プロトコル (LDAP) アプリケーション プログラミング インターフェイス (API) のサポート
	対応
	対応

	Active Directory サービス インターフェイス (ADSI) API のサポート
	対応
	対応

	メッセージ API (MAPI) のサポート
	未対応
	対応

	管理の委任
	対応
	対応

	マルチマスタ レプリケーション
	対応
	対応

	InetOrgPerson
	対応
	対応

	SSL (Secure Sockets Layer) 経由の LDAP
	対応
	対応

	属性レベルのセキュリティ
	対応
	対応

	LDAP アクセス制御リスト (ACL) のサポート
	対応
	対応

	Microsoft Identity Integration Server 2003 との互換性
	対応
	対応

	拡張可能なスキーマ
	対応
	対応

	アプリケーション ディレクトリ パーティションのサポート
	対応
	対応

	メディアからのレプリカのインストール サポート
	対応
	対応

	64 ビット サーバーのサポート
	対応
	対応

	同時 LDAP バインドのサポート
	対応
	対応


UNIX の ID 管理
Windows Server 2003 R2 では、次の更新された ID 管理ソリューションを使用して、Windows と UNIX の統合を実現します。これらのソリューションでは、連続したユーザー アクセスを提供し、Windows と UNIX のオペレーティング システム間でネットワーク リソースを効率的に管理することを支援します。
· “NIS サーバー サービス” は、Active Directory ドメイン コントローラを複数の NIS ドメインに対するマスタ NIS サーバーとして機能させることで、Windows サーバーと UNIX ベースのネットワーク情報サービス (NIS) サーバーの統合を支援します。UNIX 用 ID 管理に用意されているウィザードを使用すると、Windows ドメインの管理者は、簡単に NIS ドメイン マップを Active Directory エントリにエクスポートすることができます。この操作を行うと、NIS サーバー サービスを実行している Active Directory ドメイン コントローラは、NIS ドメインのマスタ サーバーになります。
· “パスワードの同期” は、セキュリティで保護されたパスワードの管理プロセスを簡略化することにより、Windows サーバーと UNIX サーバーの統合を支援します。パスワードの同期により、ユーザーは個別の Windows アカウントと UNIX アカウントを持つ必要がなく、複数の場所でパスワードを変更する必要がありません。また、Windows のパスワードを変更すると UNIX ネットワークでもパスワードが自動的に変更されます。同様に、UNIX のパスワードを変更した場合には、Windows ネットワークでもパスワードが自動的に変更されます。
UNIX 用 ID 管理により、Windows を実行しているコンピュータを既存の UNIX エンタープライズに統合する作業が簡略化されます。Active Directory ネットワークの管理者は、NIS サーバー サービスを使用して、ネットワーク情報サービス (NIS) ドメインを管理することができます。また、パスワードの同期により、Windows オペレーティング システムと UNIX オペレーティング システム間ではパスワードが自動的に同期されます。
小さな相違点はありますが、UNIX 用 ID 管理は、インターネット技術標準化委員会 (IETF) の標準 RFC (Request for Comments) 2307 に準拠しています。つまり、ネットワークのパスワードと NIS の属性は、ライトウェイト ディレクトリ アクセス プロトコル (LDAP) で解決できます。 

パスワードの同期では、x86 ベースのコンピュータおよび Scalable Processor Architecture (SPARC) ベースのコンピュータで実行している Sun Solaris Version 8、SPARC ベースのコンピュータで実行している Solaris Version 9、x86 ベースのコンピュータと 64 ビット AMD ベースのコンピュータで実行している Hewlett Packard HP-UX Version 11i、IBM AIX Version 5L 5.2、および Red Hat Linux Version 8 と 9 をサポートしています。NIS サーバー サービスは、LDAP を使用する任意のオペレーティング システムまたは製品で機能します。
効率的なストレージの管理
SAN ストレージ マネージャ 

SAN ストレージ マネージャを使用して、ファイバ チャネル環境および iSCSI 環境のストレージ アレイに領域を割り当てるのに使用する論理ユニット (LUN) を作成および管理することができます。SAN ストレージ マネージャは、馴染みのあるスナップインで管理されており、ストレージ エリア ネットワーク (SAN) ベースで、ハードウェア VDS プロバイダを使用して VDS (Virtual Disk Server) をサポートしているストレージ アレイで使用できます。ハードウェア、プロトコル、トランスポート層、およびセキュリティ上の違いにより、ファイバ チャネル環境と iSCSI 環境では構成と LUN の管理方法が異なります。
ファイバ チャネル サブシステムの LUN 管理
ファイバ チャネル ストレージ サブシステムでは、LUN はサーバーに直接割り当てられます。このサーバーから LUN にアクセスする際には複数のホスト バス アダプタ (HBA) ポートを経由します。管理者が行う必要のある作業は、LUN にアクセスするサーバーを特定し、サーバーで LUN I/O トラフィックに使用する HBA ポートを 1 つ以上有効にすることだけです。サーバーが LUN に割り当てられると、サーバーはすぐに LUN にアクセスして、LUN の作成、追加、削除、およびマスク (マスク解除) が行われます。
複数 I/O パスのサポート。サーバーで、Microsoft マルチパス I/O (MPIO) がサポートされている場合、SAN ストレージ マネージャでは、サーバーで LUN I/O トラフィック用に複数のポートを有効にすることで、パス フェールオーバーを提供します。ファイバ チャネル環境でデータの損失を防ぐには、複数のポートを有効にする前に、サーバーで MPIO がサポートされていることを確認してください (iSCSI サブシステムでは、サーバーにインストールされている Microsoft iSCSI イニシエータ (バージョン 2.0) で MPIO がサポートされているため、この確認作業は不要です)。
iSCSI サブシステムの LUN 管理
ファイバ チャネル ストレージ サブシステムとは異なり、iSCSI サブシステムがサーバーに直接割り当てられることはありません。iSCSI サブシステムの場合、LUN はターゲット (1 つ以上の LUN を含む論理エンティティ) に割り当てられます。サーバーは、サーバーの iSCSI イニシエータを使用してターゲットにログオンすることで、LUN にアクセスします。ターゲットにログオンするには、イニシエータがターゲット上にある “ポータル” に接続します。サブシステムには、ターゲットと関連付けられている 1 つ以上のポータルが存在します。サーバーのイニシエータがターゲットにログオンしており、ターゲットに新しい LUN が割り当てられると、サーバーは、すぐに LUN にアクセスできるようになります。
iSCSI SAN 上でのデータのセキュリティ保護。サーバーとサブシステム間のデータ転送がセキュリティで保護されるようにするには、イニシエータとターゲット間のログイン セッションに対してセキュリティを構成します。SAN ストレージ マネージャを使用すると、イニシエータとターゲット間に、一方向または双方向のチャレンジ ハンドシェイク認証プロトコル (CHAP) 認証を構成することができます。また、インターネット プロトコル セキュリティ (IPSec) によるデータ暗号化を構成することもできます。
ファイル サーバー リソースのマネージメント
組織がデータに依存する度合いが高くなるにつれ、ストレージ リソースに対する要求が高まります。これにより、IT 管理者には、大規模かつ複雑なストレージ インフラストラクチャを管理し、インフラストラクチャに含まれる情報の種類を把握するという難題が突き付けられます。ストレージ リソースの管理には、データのサイズや可用性だけではなく、会社の方針、既存のストレージの使用状況についても十分に理解する必要があります。これらの知識があると、適切かつ戦略的な計画を立てたり、組織変更に適切に対応することができます。
ファイル サーバー リソース マネージャ (FSRM) は、管理者が、サーバーに格納されているデータの量や種類を把握、制御、および管理するのに使用できる一連のツールです。ファイル サーバー リソース マネージャを使用すると、管理者は、ボリュームにクォータを設定したり、ファイルやフォルダをアクティブに審査したり、総合的なストレージ レポートを生成したりすることができます。これらの高度なユーティリティは、管理者が既存のストレージ リソースの効率的な管理を支援するだけでなく、今後ポリシーが変更された際には、ストレージ リソースを計画および実装することも支援します。
FSRM を使用して、次の作業を行えます。
· クォータを作成して、ボリュームまたはフォルダで使用を許可する領域を制限し、クォータの制限が近づいたり、制限を超えた場合には通知を生成します。
· ファイル スクリーンを作成して、ユーザーがボリュームやフォルダに保存できるファイルをフィルタ選択し、ユーザーが許可されていないファイルを保存しようとしたときには通知を送信します。
· 定期的に、またはオンデマンドでストレージ レポートを作成し、ディスクの使用状況の傾向を特定したり、承認されていないファイルが保存されないように監視することができます。
FSRM コンソールは、“ストレージ リソース管理” と “スケジュールされたストレージ タスク” という 2 つのスナップインで構成されています。ストレージ リソース管理は、フォルダ ツリーにサイズの制限を設定するクォータを作成したり、ボリュームやフォルダでファイルをブロックするのに使用するファイル スクリーンを作成したりするのに使用します。スケジュールされたストレージ タスクは、複数種類のストレージ レポートのスケジュールを設定したり、オンデマンドでレポートを生成したりするのに使用します。また、クォータの制限が近づいたり、ユーザーが承認されていないファイルを保存しようとしたときに送信する電子メール通知を構成することもできます。
FSRM コンソールを使用して、リモート コンピュータ上にあるストレージ リソースを管理することもできます。リモート コンピュータに接続している間、このスナップインの結果ウィンドウには、リモート コンピュータに作成されたオブジェクトが表示され、このコンソールからオブジェクトを管理することができます。FSRM をリモートで使用するには、リモート コンピュータで Windows Server 2003 R2 が実行されていて、ストレージ マネージャ コンポーネントがインストールされている必要があります。
ストレージ リソース マネージャのクォータと NTFS のディスク クォータ 

Windows 2000 オペレーティング システムと Windows Server 2003 オペレーティング システムでは、NTFS ボリュームでユーザー毎のディスクの使用状況を監視および制御するために使用するためのディスク クォータがサポートされています。次の表に、ストレージ リソース マネージャでクォータ管理ツールを使用する利点の概要を示します。
	クォータの機能
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	クォータの追跡
	フォルダ単位またはボリューム単位
	ボリューム上のユーザー単位

	ディスク使用状況の計算
	実際のディスク領域
	論理ファイルのサイズ

	通知のメカニズム
	電子メール、カスタム レポート、コマンドの実行、イベント ログ
	イベント ログのみ


Microsoft NFS サービス
Microsoft NFS サービス (MSNFS) では、ネットワーク ファイル システム (NFS) のクライアントとサーバーの両方の側面の Windows ベースの実装だけでなく、関連サービスやユーティリティを提供します。MSNFS は、Windows ベースのクライアントと UNIX ベースのクライアントが混在しているエンタープライズ ビジネス環境で相互運用性を実現するソリューションを提供することを第一の目的としています。MSNFS では、ネットワーク ファイル システム (NFS) プロトコルがサポートされており、Windows コンピュータと UNIX コンピュータ間でファイルの共有についての互換性が提供されます。また、Windows ベースのクライアントと UNIX ベースのクライアントが混在する環境または UNIX ベースのクライアント環境を Windows ベースのクライアント環境に移行する戦略も提供しています。現在、MSNFS は Windows Server に不可欠な要素です。 

MSNFS では、次の機能を提供します。
· 64 ビットのサポート
· サーバー メッセージ ブロック (SMB) と NFS システム間の相互運用性の向上
· 信頼性の強化
· NFS デバイス (MKNOD) のサポート
機能豊富な Web プラットフォーム

Windows Server 2003 R2 の Web プラットフォームでは、セキュアで拡張性のある Web アプリケーションが提供されます。これにより、Web 上でビジネス インフラストラクチュアを拡張でき、Windows SharePoint Services、.Net Framework 2.0、x64 および Internet Information Services 6.0 の機能強化によるコスト削減が実現されます。Windows SharePoint Services により、従業員、パートナー、サプライヤの組織の境界を越えた効率的なコラボレーションが実現し、.NET Framework のコンポーネントの ASP .NET 2.0 では、Web サービスや Web アプリケーションの容易な開発、展開、設定および管理が可能になります。また、Internet Information Services 6.0 により、ビジネス インフラストラクチュアを安全に Web で拡張するセキュアで優れたパフォーマンスの Web サーバーが提供されます。
Windows SharePoint Services 
Microsoft Windows SharePoint Services は組織のファイアウォール内外で人、情報、プロセス、システムを接続するためにデザインされたコラボレーション サービスとコミュニケーション サービスの統合ポートフォリオです。Windows SharePoint Services, Service Pack 2 (SP2) はWindows Server 2003 R2 に含まれています。現在、管理者はサーバーの構成ウィザードまたは サーバーの役割管理ウィザード から直接 Windows SharePoint Services をインストールすることができます。
Windows SharePoint Services では、迅速な展開が可能となり、コラボレーション プラットフォームにおける IT 管理コストを大幅に削減することができます。

Windows SharePoint Services のアプリケーション
Microsoft Windows SharePoint Services はアプリケーション テンプレートを使って容易にカスタマイズすることができます。アプリケーション テンプレートは個別のビジネス プロセス、または全ての規模の組織が直面している課題のニーズや要求に合わせてあります。Windows SharePoint Services のアプリケーションは、Windows SharePoint Services プラットフォームに合わせてカスタマイズされた最初のシナリオであり、また、それらのアプリケーションは Windows SharePoint Services ソリューションの構築を試みるパートナーや開発者のスターティング ポイントでもあります。
SharePoint サイト – ファイル ストレージとコラボレーション
Windows SharePoint Services ベースの Web サイトでは、チームメンバがコミュニケーションを図り、ドキュメントを共有し、プロジェクトに取り組む場所を提供します。SharePoint には、次の機能が含まれています。

· イベント カレンダー、コンタクト、Web リンク、ディスカッション、課題リスト、アナウンスなどのチーム コラボレーション機能
· ドキュメント ライブラリ – チェックインとチェックアウト、バージョン歴、カスタム メタデータ、柔軟なカスタマイズが可能なビューなどの豊富な機能により、ドキュメントを格納したり、検索できる場所です。

· SharePoint サイトにデータ アクセス、Web サービス、およびその他多くのアプリケーションやコンテンツを提供する Web パーツ

サイト ユーザーはWeb ブラウザからのみサイトにアクセスすることができます。ただし、ユーザーがMicrosoft Office 2003 などのWindows SharePoint Services と互換性のあるプログラムをコンピュータにインストールしている場合は、シームレスにサイトへアクセスすることができます。また、ファイルをライブラリに保存したり、クライアント プログラムのドキュメントを編集したり、それらの情報をサイトに移動したり、リンクを張ることが可能です。
SharePoint Central Administration – サーバー管理用 Web ブラウザ インターフェイス
管理者は、SharePoint Central Administration と呼ばれる Web ブラウザ インターフェイスから Windows SharePoint Services を実行している一つのサーバーまたはサーバー ファーム 全体を管理することができます。また、SharePoint Central Administration を使うことにより、仮想サーバーの拡張、サイト作成 (または Self-Service Site Creation を作動させ、ユーザー独自のサイトの作成)、セキュリティ設定の管理、サーバー ファームのサーバーの管理などが可能になります。必要であれば、Stsadm.exe コマンドライン ユーティリティを使って Windows SharePoint Services を実行しているサーバーを管理することもできます。

ASP .NET 2.0
ASP .NET 2.0 の機能強化により、Web アプリケーションの開発と管理費用を削減できます。ASP .NET 2.0 の機能強化には、管理の簡素化、高パフォーマンス ソリューションの実現などが含まれます。
· ASP .NET 2.0 Web サイトおよびアプリケーションの効率的な管理がより簡素化されます。新しい設定 API を使用すると、管理者はプロビジョニング、展開、管理を自動化するスクリプトを書くことができます。また、IIS 6.0 と統合した新しい MMC プラグイン により、全ての ASP .NET 設定を GUI ベースで管理することができ、ユーザーは IIS と ASP .NET の管理ツールの統合セットを使用することができます。Health Monitoring API を使用して、開発者はイベント レベルの分析機能をアプリケーションに追加することができます。これにより、実行しているアプリケーションの状態のリアルタイムのトレーシングが可能になります。
· ASP .NET 2.0 には、優れたパフォーマンス ソリューションを実現するための新しい機能が備わっています。まず、Web サイトのパフォーマンスと応答性を高め、知的財産を保護するために、ソース コードを使って展開し、事前コンパイルが可能になりました。次に、ASP .NET 2.0 では、ロギング フレームワークの向上や組み込みの自動セキュリティ/データベース キャッシングなどの機能が提供されます。これにより、開発者は DSI (Dynamic Systems Initiative) モデル上に自動管理、自動回復アプリケーションを構築することが可能になります。最後に、ASP .NET 2.0 は組み込みの機能やサービスを置き換え、または拡張することにより、企業の環境に合わせてカスタマイズすることができます。

· 新しい ASP .NET サービスと組み込みの機能により、豊富なアプリケーション シナリオのより生産性の高い開発が可能になります。45 の新しいセキュリティ、データ、ナビゲーションおよびWeb パートのコントロール機能により、開発者が書くコードが 70% 削減され、より迅速に豊富な Web サイトとアプリケーションを開発することができます。メンバーシップとログイン API を使ってカスタム認証と承認を新しいアプリケーションに追加することにより、セキュリティが向上します。また、Master Pages、Themes および Skins を使った新しいページ デザイン フレームワークでは、サイト デザインとコードおよびコンテンツを区別し、アプリケーションのコードとコンテンツから別々に更新、維持できる一貫したカスタマイズ可能なユーザー エクスペリエンスを提供します。
IIS (Internet Information Services) 6.0
Windows Server 2003 R2 で提供される Web プラットフォームには、Windows Server 2003 テクノロジ (特に SP1 と x64) で機能強化されたセキュアで拡張性の高い Web サーバーの IIS 6.0 があります。このテクノロジでは、ダウンタイムとエラーを削減し、セキュリティ、パフォーマンスおよび拡張性を向上することにより、インフラストラクチュアにかかる費用の削減を支援します。
· Windows、Metabase Auditing および SP1 で IIS に追加された WC3 Centralized Logging ツールのイベント トレースでは、欠陥のあるアプリケーションまたは誤った設定のデバッグ機能が強力なログとトレース機能により簡素化されます。
· SP1 の Security Configuration Wizard では、IIS 6.0 で既に提供されているセキュリティ ロックダウン機能が拡張されています。このセキュリティ ロックダウン機能には、IT プロが Web サーバーを徹底的に強化することができるグラフィカル インターフェイスが使われています。
· IIS 6.0 の x64 サポートでは、キャッシュ リサイクルを削減し、32ビット アプリケーションで利用可能な仮想メモリを二重化することにより、エラーとダウンタイムが削減されます。

· x64 の IIS 6.0 は非常に低い CPU 上で実行され、2倍の接続性をサポートし、IT 費用を大幅に削減します。
コスト効率に優れたサーバーの仮想化

Windows Server 2003 R2 では、仮想化環境を支援するため、ライセンス モデルが大幅に変更されています。まず、Windows Server 2003 R2, Enterprise Edition のライセンス一つでは、オペレーティング システムの物理インスタンスを一つ実行できるのと同時に Windows Server 2003 R2 の Standard Edition または Datacenter Edition の仮想インスタンスを最大 4 つ実行することができます。さらに、Windows Server 2003 R2 のライセンスはオペレーティング システムの実行しているインスタンスのみに適用されるため、ライブラリ仮想マシン上にWindows Server 2003 R2 をインストールしている組織はインストールしているインスタンスごとにライセンスを購入 (従来のライセンス モデル) する必要はありません。つまり、お客様はその時々で実行されている Widnwos Server 2003 R2 のインスタンスのみに対して、ライセンスを購入するようになりました。この新しいライセンス モデルにより、Windows Server 2003 R2, Enterprise Edition に優れた価値が提供されるだけでなく、組織が使用しているものに対してだけ支払いをするという仮想化環境導入が促進されます。
追加機能
Web Services for Management (WS-Management)
Windows Remote Management Service には、WS-Management の新しいプロトコルが使われています。これにより、組織はセキュアでファイアウォール指向の遠隔管理プロトコルを使用することが可能です。

WS-Management には次の利点があります。

· 組織はセキュアでファイウォール指向の遠隔管理プロトコルを使用できます。

· HTTP や SOAP を介したWMI (Microsoft Windows Management Instrumentation) を使って、ファイアウォールを越えたサーバーの遠隔管理が可能です。
· 変更起動オーダー、電源の切り入れなどの事前起動や故障後のシナリオでオペレーティング システムが実行されていないときにリモート サーバーを管理することが可能です。

ハードウェア管理では、Windows Server  が次のシナリオにより、新しいドライバがあるマザーボードの IPMI 機器を認識します。
· ハードウェア システムのイベント ログに表示されているイベントはWindows のイベント ログでも表示されます。

· センサーの値やプローブはファンのスピードや温度の状態などの新しい WMI によって読み込まれ、設定されます。
· IPM は全ての管理ツールと WMI を使ったスクリプトにアクセスすることが可能です。
UNIX ベース アプリケーション用サブシステム
UNIX ベース アプリケーション用サブシステム (SUA) は、Windows サーバー クラスのオペレーティング システムで UNIX ベースのカスタム アプリケーションを実行およびコンパイルするためのソース互換サブシステムです。元のソース コードにほとんど変更を加える必要なく、SUA でアプリケーションを完全なものにすることができます。
UNIX ベース アプリケーション用サブシステムでは、POSIX プロセス対応のオペレーティング システムが提供されます。SUA とMicrosoft Beta Web サイトからダウンロードできるサポート ユーティリティ (シェルや Telnet クライアントなど) のパッケージにより、完全な UNIX 環境が提供されます。このダウンロード パッケージには、スクリプト ユーティリティ一式とソフトウェア開発キット (SDK) が含まれています。この SDK は、SUA の開発機能を完全にサポートし、UNIX ベースのコンピュータで作業する場合と同様の UNIX ベースのアプリケーション開発エクスペリエンスを提供するようにデザインされています。
また、SUA では、大文字と小文字を区別するファイル名、ジョブの管理、コンパイル ツール、および 300 以上の UNIX コマンド、ユーティリティ、シェル スクリプトの使用がサポートされています。UNIX ベース アプリケーション用サブシステムは Windows カーネルとは別にインストールされるため、エミュレーションを伴わない UNIX 機能だけが提供されます。
このリリースには、次の新機能が備わっています。
· データベース (OCI/ODBC) ライブラリへの接続。SUA では、Oracle 呼び出しインターフェイス (OCI) や Open Database Connectivity (ODBC) を介して、データベース アプリケーションから Oracle や Microsoft SQL Server への接続をサポートしています。 

· POSIX アプリケーションをデバッグするための Microsoft Visual Studio のデバッガ拡張機能。SUA では、Visual Studio の IDE を使用した POSIX プロセスのデバッグがサポートされています。 

· SVR-5 環境と BSD 環境ベースのユーティリティSUA ダウンロード パッケージでは、SVR-5 環境と BSD 環境の異なる2 つの UNIX環境がサポートされています。 
64 ビット アプリケーションのサポート 

SUA では、サンクというプロセスを使用して、64 ビットのオペレーティング システムで実行される 64 ビット アプリケーションだけでなく、64 ビットのオペレーティング システムで実行される 32 ビットのバイナリ アプリケーションも既定でサポートしています。
共通ログ ファイル システム
共通ログ ファイル システム (CLFS) は、カーネル モードまたはユーザー モードのアプリケーションに堅牢なログ サブシステムを提供する読み込み可能なドライバです。CLFS は、データが必ず連続して書き込まれ、読み込まれることに依存するアプリケーションやミドルウェアの開発に使用できる Windows 固有のテクノロジです。たとえば、レプリケーション エージェント、監査エージェント、データベース、および他のトランザクション リソース マネージャなどがこれに該当します。
	共通ログ ファイル システムの機能

	単一ストリームのデータでログ ファイルを作成。複数のクライアントで共有される場合は、複数ストリームのデータでログ ファイルを作成。

	循環ログと線形ログ

	ログに事前に領域を確保することでバッファにあるデータがフラッシュされることを保証。

	ポリシー ベースのログ サイズとログ領域の管理。

	カーネル クライアントとユーザー クライアントで 1 つのログを共有。

	同じログを使用しているユーザーがログの用途を調整することを可能にした通知メカニズム。

	ログ データの柔軟なバッファ処理。

	通常の処理に影響しない API のアーカイブ。

	マルチ セクタへの書き込みの原子性。

	無効な書き込みの検出。


Windows 用の CLFS を使用して 1 つのシステムまたは 1 つのサーバー クラスタ環境で実行される信頼性のあるユーザー モードのコンポーネントまたはカーネル モードのコンポーネントを構築することができます。CLFS では、1 つのシステムで複数の独立したログ ファイルが同時にサポートされます。1 台のクライアント専用のログ ファイルを構成したり、複数のクライアントで共有するログ ファイルを構成したりすることができます。ログ ファイルへのアクセスは、ローカル ディスクにリダイレクトするか、または内部のクライアント/サーバー サポートを使用してリモート システムのディスクにリダイレクトすることができます。クラスタ内では、ログ ファイルは、標準的なメカニズムを使用して別のシステムにフェール オーバーすることができます。
CLFS は、パフォーマンスに重点を置いています。ログ ファイルへの書き込みは、明示的にフラッシュされるか、書き込みの内容を他のクライアントと共有するか、またはバッファがいっぱいになるまでバッファに格納されます。ログ データは、ログ バッファからコピーされるのではなく、直接ハード ディスクに書き込まれます。複数のデータ ストリームは、同一のI/O 操作中に書き込むことができます。そのため、通常なら、複数のシークと書き込み操作が行われるところ、ディスクのシークは 1 回で済みます。通常の操作が行われているか、または読み取り操作が頻繁に行われている場合、読み取り操作はディスク アクセスを節約するためにキャッシュされます。
MMC 3.0
Microsoft 管理コンソール (MMC) を使用して、ハードウェア、ソフトウェア、およびWindows オペレーティング システムのネットワーク コンポーネントを管理する管理ツール (別名、スナップイン) を作成、保存、および起動することができます。MMC 3.0 は、Windows Server 2003 R2 で実行することができます。 

MMC 自体は、管理機能を実行することはできませんが、管理機能を実行するツールをホストすることができます。スナップインは、管理機能を実行する最も一般的なツールです。他に Microsoft ActiveX® コントロール、Web ページへのリンク、フォルダ、タスクなどを MMC に追加することができます。
Windows Server 2003 R2 には、イベント ビューア (Eventvwr.msc) やパフォーマンス モニタ (Perfmon.msc) など、いくつかの事前に構成されたスナップイン コンソールが用意されています。ニーズに合った、スナップイン コンソールを作成できます。IT ゼネラリスト向けに複数の機能を備えたカスタマイズ可能なツールにしたり、IT の専門家に仕事を委任するための特定の機能のみを備えたツールにするなど、スナップイン コンソールは自由に構成することができます。
ユーザー モードまたは作成者モードのいずれかで MMC を使用することができます。既存のスナップイン コンソールを使用してシステムを管理するには、ユーザー モードを使用します。また、新しいスナップイン コンソールを作成したり、既存のスナップイン コンソールを変更するには作成者モードを使用します。
Microsoft 管理コンソール (MMC) 2.1 では、MMC 3.0 のインフラストラクチャを使用するように作成されたスナップインに対して豊富な機能をサポートしています。次に、MMC 3.0 コンソールの強化点を示します。 

操作ウィンドウ 

操作ウィンドウは MMC スナップイン コンソールの右側に表示されます。このウィンドウには、ツリーまたは結果ウィンドウで選択しているアイテムに基づいて、管理者が実行できる操作が表示されます。 

操作ウィンドウを表示または非表示にするには、ツール バーの [操作ウィンドウの表示/非表示] ボタンをクリックします。このボタンは、[コンソール ツリーとお気に入りの表示/非表示] ボタンと似ています。
新しくなった [スナップインの追加と削除] ダイアログ ボックス 

新しくなった [スナップインの追加と削除] ダイアログ ボックスにより、スナップインの追加、編成、および削除が簡単にできるようになりました。どの拡張機能が利用できるかを制御したり、後でインストールされる可能性があるスナップインについて、そのスナップインを自動的に有効にするかどうかを制御することができます。スナップインを入れ子にして、スナップインのツリーを編成することができます。
製品候補版でこのダイアログ ボックスを使用するには、手動でレジストリ キーを設定する必要があります。
強化されたエラー処理 

MMC 3.0 では、スナップインでエラーが発生し、そのエラーが原因で MMC でもエラーが発生する可能性のある場合は、管理者にスナップインのエラーが通知され、エラーへの対策も提示されます。
まとめ
Windows Server 2003 R2 により、組織内および組織外の ID、ロケーション、データ、およびアプリケーションに対する接続と管理の機能を、容易かつ低コストで拡張できるようになります。Windows Server 2003 R2 は、安定性に優れた Windows Server 2003 オペレーティング システムのアップデート リリースです。Windows Server 2003 R2 は Windows Server 2003 Service Pack 1 をベースに構築されており、実績のあるコード ベースの安定性とセキュリティを生かすだけでなく、接続と制御機能がさらに強化されています。Windows Server 2003 R2 は、Windows Server 2003 SP1 の便利な機能をすべて備えているだけでなく、ID とアクセスの管理、支社サーバーの管理、ストレージのセットアップと管理に関連する機能が大幅に強化されました。また、組織の内外を問わないアプリケーションの開発が行えるようにもなりました。Windows Server 2003 R2 は、既存の役割やアプリケーションの再テストや再検証を行ったり、または新しいクライアント アクセス ライセンスにアップグレードすることなく、既存の Windows Server 2003 環境にスリップストリームするようにデザインされているので、管理者の負荷が軽減し、展開作業や適用作業が容易になります。Windows Server 2003R2 は、Windows Server 2003 Service Pack 1 で強化されたセキュリティ、信頼性、およびパフォーマンスをベースに構築されており、さらに優れた Windows Server プラットフォームの提供を続けることへのマイクロソフトの取り組みを示すものです。
関連リンク
Windows Server 2003 R2、Windows Server 2003、および Windows Server System™ の詳細については、次の Web サイトを参照してください。
· “Microsoft Windows Server 2003 Web サイト
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/default.mspx
· “Microsoft Windows Server System Web サイト
http://www.microsoft.com/japan/windowsserversystem/default.mspx
· “Microsoft Windows Server 2003 R2 Web サイト
http://www.microsoft.com/japan/windowsserver2003/R2/
ID 管理の詳細については、次の Web サイトを参照してください。
· “Microsoft Windows Server System Web サイトの「Automate Information Access with Identity Management」 (英語) (http://www.microsoft.com/idm/)
· “Microsoft Windows Server 2003 Web サイトの「Identity and Directory Services」 (英語) (http://www.microsoft.com/windowsserver2003/technologies/idm/)
· “Microsoft TechNet Web サイトの「Microsoft Identity and Access Management」 (英語) (http://www.microsoft.com/technet/security/topics/identitymanagement/idmanage/)
· “Microsoft MSDN Web サイトの「ADFS」 (英語) (http://msdn.microsoft.com/theshow/episode047/)
· “MSDN Web サイトの「Web Services Developer Center」(英語) (http://msdn.microsoft.com/webservices/) 
自己管理ダイナミック システムの詳細については、次の Web サイトを参照してください。
· “Microsoft PressPass Web サイトの「Microsoft、自己管理ダイナミック システムを実現する仮想化環境の戦略を発表」
http://www.microsoft.com/japan/presspass/detail.aspx?newsid=2437
